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高等学校教科書における 「痩せ」 に関連する
記載内容について
A study on high school textbook description about slenderness
中島　正夫*・大島　千穂**・三田　有紀子***・續　順子****
NAKASHIMA, Masao* OSHIMA, Chiho** MITA, Yukiko*** TSUDZUKI, Junko****
要　　旨
　若年女性の痩せ志向の改善に向け，高等学校用教科書（保健体育・家庭）における
「痩せ」に関連する記載内容を明らかにし，そのあり方について検討した。保健体育
３冊について，不必要・不適切な体重減量行動による健康障害は全てで記載されてい
たが，適正なボディイメージに関して記載されていたのは１冊であった。その他，痩
せの基準に関しては２冊，若年女性の痩せ志向，適正体重，思春期の体型の変化に関
してはそれぞれ１冊で記載があった。家庭16冊について，不必要・不適切な体重減
量行動による健康障害は全てで記載されていたが，適正なボディイメージに関して記
載されていたのは５冊であった。その他，若年女性の痩せ志向は11冊，適正体重は
14冊，痩せの基準は８冊で記載されていたが，思春期の体型の変化について記載さ
れている教科書はなかった。若年女性の痩せ志向が大きな健康課題となっているにも
かかわらず，高等学校学習指導要領や同学習指導要領解説では「痩せ」について取り
上げることが明記されていないため，保健体育・家庭の教科書における「痩せ」に関
連する記載が十分とは言えない状況にあり，高等学校において適正なボディイメージ
の形成などに関する健康教育が適切に行われていない可能性がある。高校生に対し
て，適切な「痩せ」に関する健康教育が行われるためには，学習指導要領，少なくと
も学習指導要領解説に「痩せ」や「適正なボディイメージの形成」について明記し，
教科書に記載されるようにすることが必要である。
キーワード：痩せ，教科書，高等学校，健康教育，ダイエット
Key  words：slenderness, textbook, high school, health education, diet
Ⅰ　はじめに
　近年，若年女性の痩せ志向が大きな健康課題となっている1, 2）。若年女性が不必要・
不適切な体重減量行動を行うことは，本人に様々な健康障害が発生する恐れがある3）
とともに，妊娠 4）や次世代の健康への影響も懸念される5, 6）。わが国では30年以上前
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から若年女性の痩せ志向に関する数多くの研究が行われ，その結果，児童生徒を対象
として，不必要・不適切な体重減量行動（ダイエット）による健康障害や適正なボ
ディイメージの形成に関する健康教育を行う必要性が示されている7）。しかし，女子
高校生において平成26（2014）年に痩せたいと思っている者は84.2％，体重を減らす
努力の経験がある者は55.3％8），また，平成25（2013）年の高校３年生女子での不健
康痩せ発生頻度は20.5％2）という状況にある。児童生徒に対する教育は一般的に教科
書を用いて実施されることから，学校で使用されている「保健」「家庭」などの教科
書の記載内容から「痩せ」に関する健康教育の実施状況を窺い知ることができると考
える。著者らは，先に小学生及び中学生を対象とした教科書における「痩せ」に関す
る記載内容が十分とは言えない状況にあることから，この時期に「痩せ」に関する健
康教育が十分行われていない可能性があることを報告した9）。本稿では，若年女性の
痩せ志向の改善に向け，高等学校教科書（保健体育・家庭）における「痩せ」に関連
する記載内容を明らかにし，そのあり方について検討することを目的とする。
Ⅱ　対象・方法
　文部科学省教科書目録（平成27年４月）10）に掲載されている高等学校用教科書（保
健体育・家庭）おける，不必要・不適切な体重減量行動による健康障害や適正なボ
ディイメージなどの「痩せ」に関連する記載内容を抽出し，そのあり方を検討する。
対象とした教科書は次のとおりである。なお，各教科書の採用割合は調査していな
い。
１．保健体育（ 3 冊）
　大修館書店（２冊）：最新高等保健体育・現代高等保健体育，第一学習社（１冊）：
高等学校保健体育
２．家庭（16冊）
　大修館書店（３冊）：家庭基礎・家庭総合・未来を拓く高校家庭基礎，第一学習社
（２冊）：家庭基礎・家庭総合，東京書籍（２冊）：家庭基礎・家庭総合，開隆堂（２
冊）：家庭基礎・家庭総合，教育図書（３冊）：家庭基礎・家庭総合・最新家庭基礎，
実務出版（４冊）：家庭基礎・家庭総合・図説家庭基礎・家庭基礎21
　「痩せ」に関連する記載内容として抽出する事項は，若年女性の痩せ志向，適正体
重・標準体重，痩せの基準，思春期の体型の変化，適正なボディイメージ（ボディイ
メージのゆがみを含む。），痩せの原因・予防及び不必要・不適切な体重減量行動（ダ
イエット）による健康障害とした。
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Ⅲ　結果
　表１に「保健体育」，表２に「家庭」の記載内容を示す。適正体重・標準体重及び
痩せの基準については，記載があることを○で示し，具体的内容は省略することを原
則とした。また，「家庭」について，同一出版社の「家庭基礎」と「家庭総合」の記
載内容が基本的に同一のときはまとめて記載し，異なる部分があればその旨コメント
した。
１．保健体育（ 3 冊）
　痩せの原因・予防や不必要・不適切な体重減量行動による健康障害は全てで記載さ
れていたが，適正なボディイメージに関して記載されていたのは１冊であった。その
他，痩せの基準に関しては２冊，若年女性の痩せ志向，適正体重，思春期の体型の変
化に関してはそれぞれ１冊で記載があった。
２．家庭（16冊（基礎10冊，総合 6 冊））
　痩せの原因・予防や不必要・不適切な体重減量行動による健康障害は全てで記載さ
れていたが，適正なボディイメージに関して記載されていたのは５冊であった。その
他，若年女性の痩せ志向は11冊，適正体重は14冊，痩せの基準は８冊で記載されて
いたが，思春期の体型の変化について記載されている教科書はなかった。なお，胎児
への影響について１冊で，Developmental Origins of Health and Diseases（DOHaD）5, 6）の
概念について２冊（同一出版社の基礎・総合）で記載されていた。
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表
１
　
高
等
学
校
用
教
科
書
「
保
健
体
育
」
に
お
け
る
「
痩
せ
」
に
関
連
し
た
記
載
内
容
出
版
社
名
教
科
書
名
若
年
女
性
の
痩
せ
志
向
適
正
体
重
標
準
体
重
痩
せ
の
基
準
思
春
期
の
体
型
の
変
化
適
正
な
ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ
痩
せ
の
原
因
・
予
防
不
必
要
・
不
適
切
な
体
重
減
量
行
動
に
よ
る
健
康
障
害
保
健
体
育
大
修
館
書
店
最
新
高
等
保
健
体
育
―
〇
（
B
M
I)
〇
（
BM
I を
計
算
さ
せ
る
）
―
・
適
正
な
体
重
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
体
型
認
識
の
ゆ
が
み
…
（
図
：
客
観
的
な
体
型
別
に
み
た
体
型
の
自
己
認
識
（
ふ
つ
う
体
型
な
の
に
，
自
分
は
太
っ
て
い
る
と
思
い
こ
ん
で
い
る
若
い
女
性
が
過
半
数
に
も
の
ぼ
る
））
・
海
外
で
は
…
や
せ
す
ぎ
モ
デ
ル
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
議
論
も
あ
る
。
・
自
分
の
体
型
に
つ
い
て
自
己
評
価
し
て
み
よ
う
：
や
せ
て
い
る
～
太
っ
て
い
る
・
体
型
の
自
己
評
価
と
，
B
M
I を
比
較
し
て
み
よ
う
・
図
：「
情
報
を
収
集
し
，
思
考
・
判
断
す
る
」
の
失
敗
例
と
成
功
例
（
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
場
合
：
失
敗
例
；
一
つ
の
情
報
に
よ
く
考
え
も
せ
ず
飛
び
つ
く
。
失
敗
し
た
り
，
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
。
成
功
例
；
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
集
め
，
ど
れ
が
正
し
い
か
，
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
を
考
え
て
選
ぶ
。
健
康
的
に
効
果
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
で
き
る
。）
・
日
々
変
化
す
る
体
に
向
き
合
う
思
春
期
は
，
自
分
の
容
姿
や
体
型
が
気
に
な
り
，
体
の
変
化
に
不
安
や
悩
み
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
・
結
果
を
見
通
す
力
が
十
分
育
っ
て
い
な
い
の
に
，
挑
戦
す
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
気
持
ち
が
，
…
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
…
な
ど
，
場
合
に
よ
っ
て
は
一
生
を
台
な
し
に
す
る
行
動
を
選
択
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
・（
適
正
な
体
重
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
体
型
認
識
の
ゆ
が
み
な
ど
に
よ
っ
て
）
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
お
こ
な
い
，
必
要
な
食
事
さ
え
も
制
限
し
て
，
健
康
を
そ
こ
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
・
背
景
に
は
，
や
せ
て
い
る
こ
と
を
も
て
は
や
す
社
会
的
風
潮
な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
・
健
康
問
題
の
な
か
に
は
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
足
に
よ
る
…
や
せ
，
鉄
分
の
不
足
に
よ
る
貧
血
な
ど
の
よ
う
に
す
ぐ
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
・
若
い
人
の
場
合
，
急
激
な
食
事
制
限
（
ダ
イ
エ
ッ
ト
）
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
，
体
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
栄
養
素
が
不
足
し
，
そ
の
結
果
，
内
臓
の
機
能
の
低
下
，
肌
荒
れ
や
脱
毛
，
女
性
で
は
無
月
経
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
・
カ
ル
シ
ウ
ム
の
不
足
に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
よ
う
に
，
長
い
年
月
を
経
て
あ
ら
わ
れ
る
健
康
問
題
も
あ
り
ま
す
。
・
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
と
，
卵
巣
や
子
宮
の
発
達
が
妨
げ
ら
れ
，
月
経
不
順
や
無
排
卵
，
無
月
経
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
代
高
等
保
健
体
育
同
上
―
―
同
上
―
・
図
：「
情
報
を
収
集
し
，
思
考
・
判
断
す
る
」
の
失
敗
例
と
成
功
例
（
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
場
合
：
失
敗
例
；
一
つ
の
情
報
に
よ
く
考
え
も
せ
ず
飛
び
つ
く
。
失
敗
し
た
り
，
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
。
成
功
例
；
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
集
め
，
ど
れ
が
正
し
い
か
，
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
を
考
え
て
選
ぶ
。
健
康
的
に
効
果
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
で
き
る
。）
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
が
少
な
す
ぎ
る
と
や
せ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
思
春
期
は
行
き
す
ぎ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
走
り
が
ち
で
す
が
，
そ
の
こ
と
は
極
度
の
や
せ
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
，
栄
養
不
足
に
よ
る
体
調
不
良
や
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
（
貧
血
や
摂
食
障
害
，
女
性
の
場
合
は
無
月
経
や
将
来
，
不
妊
症
，
骨
粗
し
ょ
う
症
）
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
・
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
と
，
卵
巣
や
子
宮
の
発
達
が
妨
げ
ら
れ
，
月
経
不
順
や
無
排
卵
，
無
月
経
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
第
一
学
習
社
高
等
高
校
保
健
体
育
・
近
年
は
，
過
剰
な
や
せ
願
望
の
た
め
に
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
お
こ
な
う
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
（
図
：
若
い
女
性
の
や
せ
の
増
加
；
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
）
・
わ
が
国
で
は
現
在
，
食
生
活
に
つ
い
て
は
…
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
い
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
…
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
―
・
極
端
に
体
脂
肪
が
少
な
い
状
態
の
こ
と
を
や
せ
と
い
い
ま
す
。
・
思
春
期
に
な
る
と
，
脂
肪
が
増
加
し
，
乳
房
が
大
き
く
な
り
，
全
体
的
に
丸
み
を
お
び
て
く
る
な
ど
の
外
見
的
な
変
化
…
。
―
・
意
思
決
定
や
行
動
選
択
に
向
け
て
：
簡
単
だ
け
ど
不
健
康
，
困
難
だ
け
ど
健
康
的
。
A
と
B
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
（
A
さ
ん
；
夜
は
食
べ
な
い
／
B
さ
ん
：
３
食
食
べ
て
運
動
）
・
や
せ
は
，
低
栄
養
・
飢
餓
状
態
で
あ
り
，
症
状
が
進
む
と
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
女
性
で
は
，
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
影
響
を
あ
た
え
，
月
経
の
遅
れ
や
停
止
に
加
え
て
，
妊
娠
・
出
産
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
・
摂
食
障
害
と
い
う
新
た
な
病
気
に
つ
な
が
る
人
も
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
・
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
か
ら
，
重
大
な
心
身
の
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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表
２
　
高
等
学
校
用
教
科
書
「
家
庭
」
に
お
け
る
「
痩
せ
」
に
関
連
し
た
記
載
内
容
出
版
社
名
教
科
書
名
若
年
女
性
の
痩
せ
志
向
適
正
体
重
標
準
体
重
痩
せ
の
基
準
思
春
期
の
体
型
の
変
化
適
正
な
ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ
痩
せ
の
原
因
・
予
防
不
必
要
・
不
適
切
な
体
重
減
量
行
動
に
よ
る
健
康
障
害
?
?大
修
館
書
店
家
庭
基
礎
・
総
合
・
過
度
に
や
せ
た
い
と
い
う
願
望
か
ら
，
食
事
の
量
を
減
ら
し
た
り
，
抜
い
た
り
す
る
若
い
女
性
が
増
え
て
い
る
（
図
：
B
M
I に
よ
る
肥
満
と
や
せ
の
割
合
；
性
・
年
代
別
）。
〇
（
B
M
I)
〇
（
B
M
I)
―
―
・
食
生
活
を
点
検
し
て
，
改
善
方
法
を
考
え
て
み
よ
う
。
あ
な
た
の
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
：
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
て
い
る
。
・
こ
の
よ
う
な
（
注
：
減
食
・
欠
食
）
食
生
活
を
続
け
る
と
，
骨
粗
鬆
症
や
思
春
期
や
せ
症
な
ど
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
未
来
を
拓
く
高
校
家
庭
基
礎
同
上
同
上
同
上
同
上
同
上
【
同
上
（
一
部
表
現
が
異
な
る
）】
第
一
学
習
社
家
庭
基
礎
・
総
合
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
食
事
を
抜
い
た
り
，
食
べ
る
量
を
無
理
に
減
ら
し
た
り
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。
―
―
―
―
・
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
や
せ
す
ぎ
の
人
も
い
る
。
・
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
続
け
て
，
摂
食
障
害
に
お
ち
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
栄
養
不
足
は
，
体
力
や
病
気
抵
抗
力
の
低
下
，
体
調
不
良
，
無
気
力
な
ど
を
ま
ね
く
。
節
食
に
よ
る
減
量
で
は
，
皮
下
脂
肪
よ
り
も
筋
肉
・
臓
器
の
減
少
が
大
き
い
。
筋
肉
が
や
せ
て
内
臓
脂
肪
が
多
く
，
は
り
の
な
い
体
型
に
な
る
。
ま
た
，
細
胞
活
動
が
低
下
し
，
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
や
め
た
と
き
，
か
え
っ
て
太
り
や
す
い
体
質
に
変
わ
る
。
東
京
書
籍
家
庭
基
礎
・
総
合
・
特
に
若
い
女
性
に
は
，
過
度
の
痩
せ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
・
20
歳
代
女
性
の
お
よ
そ
２
割
が
（
注
：
痩
せ
に
）
該
当
し
て
い
る
（
図
：
B
M
I に
よ
る
痩
せ
者
の
割
合
；
性
・
年
代
別
）。
・
痩
せ
願
望
は
，
年
々
低
年
齢
化
し
て
い
る
。
〇
（
B
M
I ）
【
総
合
で
は
計
算
さ
せ
る
】
〇
（
B
M
I)
―
・
痩
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
太
っ
て
い
る
」
と
自
己
評
価
す
る
者
が
増
え
…
。
・
若
い
女
性
の
強
い
痩
せ
願
望
は
，
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
，
科
学
的
で
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
情
報
に
よ
る
貧
血
や
低
栄
養
，
将
来
の
不
妊
や
骨
粗
鬆
症
の
危
険
が
増
す
…
。
・
痩
せ
過
ぎ
の
妊
婦
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
，
低
出
生
体
重
児
で
あ
る
こ
と
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
，
肥
満
し
や
す
い
体
質
で
あ
る
こ
と
が
多
く
，
将
来
生
活
習
慣
病
の
危
険
性
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
・【
総
合
の
み
】
妊
娠
中
の
食
生
活
は
，
子
ど
も
の
将
来
の
健
康
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
開
隆
堂
家
庭
基
礎
―
〇
（
B
M
I)
〇
（
B
M
I)
―
・
B
M
I で
「
や
せ
」
や
「
ふ
つ
う
」
と
判
定
さ
れ
て
も
，
太
っ
て
い
る
と
思
い
込
み
…
。
・（
B
M
I で
「
や
せ
」
や
「
ふ
つ
う
」
と
判
定
さ
れ
て
も
，
太
っ
て
い
る
と
思
い
込
み
，）
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
る
高
校
生
も
少
な
く
な
い
。
・
自
分
の
適
正
体
重
を
知
り
，
適
切
な
生
活
習
慣
や
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
，
将
来
を
も
見
す
え
た
う
え
で
の
課
題
で
あ
る
。
・
食
べ
る
量
や
種
類
が
適
切
で
な
い
と
…
や
せ
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
。
・
や
せ
す
ぎ
も
ま
た
不
健
康
で
あ
り
，
貧
血
，
感
染
症
，
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
に
な
り
や
す
い
。
家
庭
総
合
・
若
い
世
代
で
は
，
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
対
す
る
関
心
も
高
い
…
。
同
上
同
上
同
上
―
・
や
せ
る
た
め
に
極
端
な
食
事
制
限
を
し
て
摂
食
障
害
と
な
り
，
栄
養
が
不
足
し
て
健
康
状
態
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
。
・
摂
食
障
害
：
正
常
な
摂
食
が
で
き
な
い
状
態
を
い
う
。
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
や
極
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
き
っ
か
け
と
な
る
場
合
が
多
い
。
食
事
を
摂
ら
な
い
拒
食
症
や
過
度
に
摂
り
す
ぎ
る
過
食
症
な
ど
が
あ
り
，
ま
た
そ
れ
ら
が
交
互
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
生
命
の
危
険
が
あ
る
の
で
医
師
に
相
談
し
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
・
や
せ
過
ぎ
は
，
貧
血
，
感
染
症
，
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
に
な
り
や
す
い
。
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教
育
図
書
家
庭
基
礎
・
総
合
・
や
せ
る
た
め
に
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
な
ど
，
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
食
生
活
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
〇
（
B
M
I)
―
―
・
図
：
体
型
の
自
己
評
価
（
15
歳
～
19
歳
）（
厚
生
労
働
省
「
国
民
栄
養
の
現
状
」
平
成
14
年
）
・
現
在
は
，
食
や
健
康
に
関
す
る
情
報
が
氾
濫
し
，
科
学
的
根
拠
が
な
い
情
報
も
多
い
。
宣
伝
文
句
や
体
験
談
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
せ
ず
，
信
頼
の
お
け
る
情
報
源
で
正
し
い
知
識
を
調
べ
，
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
毎
日
の
食
事
を
し
て
い
く
よ
う
に
し
よ
う
。
・
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
や
せ
す
ぎ
で
，
貧
血
，
感
染
症
，
骨
粗
鬆
症
に
な
る
…
。
（
一
部
表
現
が
異
な
る
）
最
新
家
庭
基
礎
―
同
上
同
上
同
上
―
【
同
上
（
一
部
表
現
が
異
な
る
）】
・
必
要
の
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
栄
養
不
足
。
・
妊
娠
し
て
い
る
場
合
は
，
自
分
自
身
の
健
康
の
他
に
，
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
や
出
産
時
の
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
も
，
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
必
要
で
あ
る
。
実
務
出
版
家
庭
基
礎
・
総
合
―
〇
（
B
M
I)
―
―
―
・
や
せ
願
望
か
ら
朝
食
を
抜
く
こ
と
が
あ
る
。
・
極
端
な
欠
食
や
偏
食
を
行
う
こ
と
に
よ
り
体
調
を
崩
し
，
極
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ
り
，
女
子
で
は
月
経
異
常
や
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
図
説
家
庭
基
礎
同
上
同
上
同
上
同
上
同
上
【
同
上
（
一
部
表
現
が
異
な
る
）】
家
庭
基
礎
２
１
・
図
：「
B
M
I 判
定
に
よ
る
肥
満
・
普
通
・
や
せ
の
性
・
年
代
別
比
率
」
同
上
〇
（
B
M
I)
同
上
同
上
・
あ
な
た
の
食
生
活
を
チ
ェ
ッ
ク
；
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
し
て
い
な
い
。
・
太
り
す
ぎ
が
気
に
な
る
人
は
，
適
度
な
運
動
を
心
が
け
よ
う
。
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
体
重
を
減
ら
す
が
，
脂
肪
で
は
な
く
，
た
ん
ぱ
く
質
が
減
る
。
健
康
の
た
め
に
は
，
体
脂
肪
率
を
女
性
は
20
～
25
％
…
に
保
つ
よ
う
に
食
べ
，
積
極
的
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
で
あ
る
。
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
い
っ
て
極
端
に
食
事
量
を
減
ら
す
と
，
体
脂
肪
が
多
い
，
ひ
弱
な
か
ら
だ
に
な
る
。
・
や
せ
願
望
：
や
せ
過
ぎ
も
危
険
で
あ
る
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
続
け
る
と
，
食
べ
物
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
摂
食
障
害
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
体
力
や
気
力
を
低
下
さ
せ
，
病
気
に
感
染
し
や
す
く
な
る
。
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表３　高等学校学習指導要領等における「痩せ」に関連する記載内容
高等学校学習指導要領　第２章 第６節 保健体育　第２款 第２ 保健 高等学校学習指導要領解説 保健体育編　（平成21年７月）
(1) 現代社会と健康
　我が国の疾病構造や社会の変化に対応
して，健康を保持増進するためには，個
人の行動選択やそれを支える社会環境づ
くりなどが大切であるというヘルスプロ
モーションの考え方を生かし，人々が自
らの健康を適切に管理すること及び環境
を改善していくことが重要であることを
理解できるようにする。
ア 健康の考え方
　健康は，様々な要因の影
響を受けながら，主体と環
境の相互作用の下に成り
立っていること。健康の保
持増進には，健康に関する
個人の適切な意志決定や行
動選択及び環境づくりがか
かわること。
ア 健康の考え方
ウ 健康に関する意志決定や行動選択
　健康を保持増進するには，適切な意志決定や行動選択が
必要であり，それらには個人の知識，価値観，心理状態，
及び人間関係などを含む社会環境が関連していることを理
解できるようにする。また，適切な意志決定や行動選択を
行うには，十分に情報を集め，思考・判断すること，行動
に当たっては自分なりの計画・評価を行うこと，及び社会
的な影響力に適切に対処することなどが重要であることに
ついて触れるようにする。
イ 健康の保持増進と疾病
の予防
　健康の保持増進と生活習
慣病の予防には，食事，運
動，休養及び睡眠の調和の
とれた生活を実践する必要
があること。
イ 健康の保持増進と疾病の予防
ア 生活習慣病と日常の生活行動
　生活習慣病を予防し，健康を保持増進するには，適切な
食事，運動，休養及び睡眠など，調和のとれた健康的な生
活を実践することが必要であることを理解できるようにす
る。その際，悪性新生物，虚血性心疾患，脂質異常症，歯
周病などを適宜取り上げ，それらは日常の生活行動と深い
関係があることを理解できるようにする。
(2) 生涯を通じる健康
　生涯の各段階において健康についての
課題があり，自らこれに適切に対応する
必要があること及び我が国の保健・医療
制度や機関を適切に活用することが重要
であることについて理解できるようにす
る。
ア 生涯の各段階における
健康
　生涯にわたって健康を保
持増進するには，生涯の各
段階の健康課題に応じた自
己の健康管理及び環境づく
りがかかわっていること。
ア 生涯の各段階における健康
ウ 加齢と健康
　加齢に伴う心身の変化について，形態面及び機能面から
理解できるようにする。中高年期を健やかに過ごすために
は，若い時から，適正な体重や血圧などに関心をもち，適
切な健康習慣を保つこと，定期的に健康診断を受けること
など自己管理をすることが重要であることを理解できるよ
うにする。
高等学校学習指導要領　第２章 第９節 家庭 高等学校学習指導要領解説 家庭編　（平成22年１月）
第１ 家庭基礎
(2) 生活の自立及び消費と環境 ア 食事と健康
　健康で安全な食生活を営
むために必要な栄養，食
品，調理及び食品衛生など
の基礎的・基本的な知識と
技術を習得させ，生涯を見
通した食生活を営むことが
できるようにする。
ア 栄養と食事
　栄養の過多・過少，食事の規則性など個人の食生活の問
題…など，社会的な問題ともかかわる現代の食生活の問題
点を理解させる。その際，自分の食生活の自立に向けた課
題について考えさせる。
第２ 家庭総合
(4) 生活の科学と環境 ア 食生活の科学と文化
　栄養，食品，調理及び食
品衛生などについて科学的
に理解させ，食生活の文化
に関心をもたせるととも
に，必要な知識と技術を習
得して安全と環境に配慮
し，主体的に食生活を営む
ことができるようにする。
ア 人の一生と食事
　乳児期から高齢期までの各ライフステージにおける食生
活の課題，食事摂取基準や嗜好の変化などについて理解さ
せる。また，自分の食生活を振り返らせて，現代の食生活
の傾向と問題点について考えさせるとともに，毎日の食事
が健康と深くかかわっていることを理解させる。
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Ⅳ　考察
　教科書は基本的に学習指導要領及び学習指導要領解説を踏まえて作成される。表３
に高等学校学習指導要領11）「保健体育：保健」・同解説12）「保健体育編」及び同「家
庭」・同解説「家庭編」における「痩せ」に関連する記載内容の概要を示す。以下，
これらと教科書の記載内容を比較する。
　保健体育について，高等学校学習指導要領・同解説では，健康の保持増進には健康
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に関する個人の適切な意志決定や行動選択及び環境がかかわり，十分に情報を集め，
思考・判断すること，行動に当たっては自分なりの計画・評価を行うこと，及び社会
的な影響力に適切に対処することなどが重要であることに触れること，また，健康の
保持増進と生活習慣病の予防には，食事，運動，休養及び睡眠の調和のとれた生活を
実践する必要があることを理解できるようにすること，その際，悪性新生物，虚血性
心疾患，脂質異常症，歯周病などを適宜取り上げることなどが記載されている。この
ように生活習慣病やその予防に関する記載はあるが，「痩せ」に関する明確な記載は
ない。教科書では，３冊中，若年女性の痩せ志向，適正体重，思春期の体型変化，適
正なボディイメージは１冊，痩せの基準は２冊での記載にとどまっていた。一方，痩
せの原因・予防や不必要・不適切な体重減量行動による健康障害は全ての教科書で記
載されていた。このことは，学習指導要領解説保健体育編での「意思決定や行動選
択」に関する具体例として全ての教科書が「体重減量行動（ダイエット）」を取り上
げていることなどから出版社が自主的に記載したものと考えられる。なお，１社２冊
で体重減量行動が肯定的にとらえられる恐れがある記述（「情報を収集し，思考・判
断する」の失敗例と成功例（ダイエットの場合：成功例；いろいろな情報を集め，ど
れが正しいか，自分に合っているかを考えて選ぶ。健康的に効果的なダイエットがで
きる。）があった。
　家庭について，高等学校学習指導要領・同解説「基礎」では，栄養，食品，調理及
び食品衛生などの基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，生涯を見通した食生活を
営むことができるようにするため，栄養の過多・過少，食事の規則性など個人の食生
活の問題など，社会的な問題ともかかわる現代の食生活の問題点を理解させること
が，「総合」では，栄養，食品，調理及び食品衛生などについて科学的に理解させ，
食生活の文化に関心をもたせるとともに，必要な知識と技術を習得して安全と環境に
配慮し，主体的に食生活を営むことができるようにするため，各ライフステージにお
ける食生活の課題，食事摂取基準や嗜好の変化などについて理解させることが記載さ
れている。しかし，「痩せ」に関する明確な記載はない。教科書では，16冊中，若年
女性の痩せ志向は11冊，適正体重は14冊，痩せの基準は８冊，適正なボディイメー
ジは５冊で記載されていたが，思春期の体型変化について記載している教科書はな
かった。なお，適正体重について，「痩せ」と関連して BMIの記載があったのは８冊
であり，残り６冊では「日本人の栄養摂取基準」に関連した記載のみであった。一
方，痩せの原因・予防や不必要・不適切な体重減量行動による健康障害は全ての教科
書で記載されていたが，学習指導要領解説での「食生活の問題点」について考えさせ
るという記載を踏まえ，出版社が自主的に記載したものと考えられる。さらに，胎児
への影響や DOHaD5, 6）の概念について自主的に記載している教科書もあった。
　以上のとおり，不必要・不適切な体重減量行動による健康障害は全ての教科書で記
載されていたが，これは出版社の自主的な対応と考えられる。一方，若年女性の痩せ
志向，痩せの基準，思春期の体型の変化，適正なボディイメージに関する記載は一部
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の教科書にとどまっており，これらの内容に関する健康教育が十分行われていない可
能性があるが，その原因は「学習指導要領・同解説」に「痩せ」に関する明確な記載
がないことにあると考える。特に，思春期の体型の変化は保健体育１冊・家庭０冊，
適正なボディイメージは保健体育１冊・家庭５冊での記載であった。著者らは，女子
大学生にはボディイメージのゆがみが認められ，また痩せたい理由として痩せている
ことが美しいと考える者や周囲の評価を気にする者，「自分に満足している」評価点
が低い者などが体重減量行動をとりやすいことを報告した13）が，不適切な「意思決定
や行動選択」や「食生活の問題点」の背景には美意識やボディイメージのゆがみ，ま
た自尊感情の低さがあると考えられることから，自尊感情が低下し，自分の容姿や周
囲の評価を気にする時期である思春期に，確実に適正なボディイメージなどに関する
健康教育が行われる必要がある。平成29年度に高等学校学習指導要領が改訂され，
平成34年度から実施される予定であるが，高等学校学習指導要領・同解説において
「痩せ」や「適正なボディイメージの形成」に関して明確に記載されることが強く期
待される。
Ⅴ　結論
　若年女性の痩せ志向が大きな健康課題となっているにもかかわらず，高等学校学習
指導要領や同学習指導要領解説では「痩せ」について取り上げることが明記されてい
ないため，保健体育・家庭の教科書における「痩せ」に関連する記載が十分とは言え
ない状況にあり，高等学校において適正なボディイメージの形成などに関する健康教
育が適切に行われていない可能性がある。高校生に対して，適切な「痩せ」に関する
健康教育が行われるためには，学習指導要領，少なくとも学習指導要領解説に「痩
せ」や「適正なボディイメージの形成」について明記し，教科書に記載されるように
することが必要である。
付　　記
　本文の要旨は第76回日本公衆衛生学会総会（平成29年10～11月，鹿児島市）で発
表した。
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